


　首都圏バイオネットワークでは、バイオベンチャーと大手製薬企業とのアライアンス促進を目的とした「第５回アライアンスプロモーション」を１２月７日に開催することになりました。

　バイオベンチャー企業の皆様においては、大手製薬企業への情報発信をする絶好の機会となりますので、プレゼンテーションをご希望される企業様は下記を御覧頂き、お申し込み下さい。

　なお、これまでは、首都圏内のバイオベンチャーのみを対象としておりましたが、今年は、全国の経済産業省産業クラスタープロジェクトと連携の上、プレゼン企業や参加企業を募集します。

◆発表：日本語にて１５分程度（資料は日・英でご作成頂きます）

◆対象：前臨床以前の創薬に関する化合物、ターゲット、メカニズムを有する創薬ベンチャーや　　

　　　　　スクリーニング技術、Ｒ＆Ｄ支援ツールを持つ創薬支援系のバイオベンチャー等

　　※翌年２月には第６回を開催予定（対象：臨床フェーズにある創薬ベンチャー）

◆応募資格：

　・経済産業省産業クラスター計画に基づく、各プロジェクトの会員企業

　・中小・ベンチャー企業であること

　・日本国内に法人格を有すること

◆応募方法：申込書を記載の上、ｍａｉｌにてご連絡下さい。

◆応募期間：平成１９年１０月１５日（月）～２９日（月）

◆企業の決定：

　首都圏バイオネットワークが外部有識者の意見を踏まえて決定します。

　応募多数の場合など、ご希望に添えない場合がありますことをご了承下さい。

◆お申し込み・問い合わせ：

　（財）バイオインダストリー協会（ＪＢＡ）担当：三村・青木　

　宛先：info@shutoken-bio.net

　ＴＥＬ：０３－５５４１－２７３１

◆開催概要

日時：平成１９年１２月７日（金）１３：００～１７：４０

　　（懇親会１７：４０～１９：００）

場所：主婦会館プラザエフ（東京都千代田区）

　　（http://www.plaza-f.or.jp/information/otoiawase/otoiawase.html）

主催：首都圏バイオネットワーク（事務局：(財)バイオインダストリー協会）

企画：あずさ監査法人

後援：経済産業省、関東経済産業局

協力：北海道・東北・中部・近畿・中国・四国・九州・沖縄の各経済産業局

プログラムイメージ

○イントロダクション

○基調講演　

　　東京理科大学薬学部生命創薬学科　増保安彦教授

　　株式会社大和総研　新規産業調査部　浅野信久部長

○ベンチャー企業プレゼンテーション　

○参加企業紹介（プレゼン企業以外）

【参考】

◆昨年までに参加された大手製薬企業　（五十音順）

旭化成ファーマ、アステラス製薬、アムジェン、エチファーム、大塚製薬、オリンパス、
小野薬品工業、科研製薬、片倉工業　生物科学研究所、キリンファーマ、協和発酵、
グラクソスミスクライン、クレハ、興和、GEヘルスケア バイオサイエンス、シェリング・プラウ、

シュワルツ・ファーマ・ジャパン、ジョンソン・エンド・ジョンソン、生化学工業、第一三共、
大正製薬、武田薬品工業、帝國製薬、帝人ファーマ、東洋製罐、東レ　医薬研、富山化学工業、
日本イーライリリー、日本オルガノン、日本化薬、日本新薬、日本ベーリンガーインゲルハイム、

日本メジフィジックス、ノバルティスファーマ、バクスター、万有製薬、BTG、久光製薬、
日立ハイテクサイエンスシステム、ファイザー、フナコシ、プロウスサイエンスジャパン、
明治製菓、メルシャン、持田製薬、ヤクルト、ヤンセンファーマ、横河電機、レンプ　日本エージー












